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令和５年３月橋本市議会定例会会議録（第１号） 

令和５年２月27日（月） 

                                           

 議事日程第１号 

令和５年２月27日（月）  午前９時30分 開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期決定について 

日程第３ 議案第１号 令和４年度橋本市一般会計補正予算（第９号）について 

日程第４ 議案第２号 令和４年度橋本市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について 

日程第５ 議案第３号 令和４年度橋本市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）

について 

日程第６ 議案第４号 令和４年度橋本市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）について 

日程第７ 議案第５号 令和４年度橋本市墓園事業特別会計補正予算（第２号）について 

日程第８ 議案第６号 令和４年度橋本市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて 

日程第９ 議案第７号 令和４年度橋本市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

日程第10 議案第８号 令和４年度橋本市介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

日程第11 議案第９号 令和４年度橋本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）につい

て 

日程第12 議案第10号 令和４年度橋本市工業団地造成事業特別会計補正予算（第４号）につ

いて 

日程第13 議案第11号 令和４年度橋本市水道事業会計補正予算（第５号）について 

日程第14 議案第12号 令和４年度橋本市下水道事業会計補正予算（第３号）について 

日程第15 議案第13号 令和４年度橋本市病院事業会計補正予算（第６号）について 

日程第16 議案第14号 令和５年度橋本市一般会計予算について 

日程第17 議案第15号 令和５年度橋本市国民健康保険特別会計予算について 

日程第18 議案第16号 令和５年度橋本市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

日程第19 議案第17号 令和５年度橋本市駐車場事業特別会計予算について 

日程第20 議案第18号 令和５年度橋本市墓園事業特別会計予算について 

日程第21 議案第19号 令和５年度橋本市農業集落排水事業特別会計予算について 

日程第22 議案第20号 令和５年度橋本市土地区画整理事業特別会計予算について 

日程第23 議案第21号 令和５年度橋本市介護保険特別会計予算について 

日程第24 議案第22号 令和５年度橋本市後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第25 議案第23号 令和５年度橋本市工業団地造成事業特別会計予算について 

日程第26 議案第24号 令和５年度橋本市水道事業会計予算について 

日程第27 議案第25号 令和５年度橋本市下水道事業会計予算について 

日程第28 議案第26号 令和５年度橋本市病院事業会計予算について 
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日程第29 議案第27号 橋本市立学校適正規模・適正配置検討委員会条例について 

日程第30 議案第28号 橋本市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例について 

日程第31 議案第29号 橋本市犯罪被害者等支援条例について 

日程第32 議案第30号 橋本市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について 

日程第33 議案第31号 機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例について 

日程第34 議案第32号 橋本市職員定数条例の一部を改正する条例について 

日程第35 議案第33号 橋本市都市公園条例の一部を改正する条例について 

日程第36 議案第34号 橋本市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第37 議案第35号 橋本市消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第38 議案第36号 橋本市消防手数料条例の一部を改正する条例について 

日程第39 議案第37号 橋本市ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例について 

日程第40 議案第38号 橋本市立こども園条例及び橋本市立保育所条例の一部を改正する条例

について 

日程第41 議案第39号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行

に伴う関係条例の整理に関する条例について 

日程第42 議案第40号 橋本市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第43 議案第41号 橋本市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例について 

日程第44 議案第42号 市道路線の認定について 

日程第45 議案第43号 市道路線の変更について 

日程第46 議案第44号 字の区域及び名称の変更について 

日程第47 議案第45号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第48 選第 １号 橋本市監査委員の選任について 

日程第49 選第 ２号 橋本市教育委員会委員の選任について 

日程第50 選第 ３号 橋本市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第51 選第 ４号 橋本市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第52 選第 ５号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第53 選第 ６号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第54 選第 ７号 人権擁護委員候補者の推薦について 

                                           

 会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期決定について 

日程第３ 議案第１号 令和４年度橋本市一般会計補正予算（第９号）について から、日程

第54 選第７号 人権擁護委員候補者の推薦について まで 

                                           

議員定数１８名 
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出席議員１７名 

     １番 岡 本 安 弘 君    ２番 垣 内 憲 一 君 

     ３番 南 出 昌 彦 君    ４番 森 下 伸 吾 君 

     ５番 板 橋 真 弓 君    ６番 辻 本   勉 君 

     ７番 阪 本 久 代 君    ８番 髙 本 勝 次 君 

     ９番 石 橋 英 和 君    10番 土 井 裕美子 君 

     11番 杉 本 俊 彦 君    12番 堀 内 和 久 君 

     13番 小 林   弘 君    14番 樽 井 豪 男 君 

     15番 中 本 正 人 君    16番 田 中 博 晃 君 

     18番 岡   弘 悟 君 

                                           

説明員職氏名 

   市 長 平 木 哲 朗 君  副 市 長 小 原 秀 紀 君 

   教 育 長 今 田   実 君  病院事業管理者 古 川 健 一 君 

   総 合 政 策 部 長 土 井 加奈子 君  総 務 部 長 井 上 稔 章 君 

   経 済 推 進 部 長 北 岡 慶 久 君  健 康 福 祉 部 長 久 保 雅 裕 君 

   農業委員会事務局長 

   危 機 管 理 監 廣 畑   浩 君  建 設 部 長 西 前 克 彦 君 

   会 計 管 理 者 正 林 寿 和 君  水 道 環 境 部 長 下 楠 朋 之 君 

   教 育 部 長 堀 畑 明 秀 君  消 防 長 山 本 賢 児 君 

   病 院 事 務 局 長 池之内 正 行 君  選挙管理委員会事務局長 藤 岡 栄 次 君 

   監査委員事務局長 櫻 井 康 雄 君  財 政 課 長 三 浦 康 広 君 

   政 策 企 画 課 長 中 岡 勝 則 君 

                                           

職務のために出席した者の職氏名 

   議 会 事 務 局 長 福 井 直 記    議会事務局次長 笹 山   奨 

   議 事 調 査 係 長 長谷川 裕 子 

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（小林 弘君）皆さま、おはようござ

います。ただ今の出席議員数は17人で、定足

数に達しております。 

                     

○議長（小林 弘君）これより令和５年３月

橋本市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                     

○議長（小林 弘君）今定例会に出席の説明

員については、お手元に出席説明員表を配付

いたしております。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 市長から、令和５年２月16日付、橋総第384

号をもって、本日招集の市議会定例会に提出

する議案52件が送付されております。議案は

お手元に配付いたしております。これを今会

期中にご審議願います。 

 次に、監査委員から、令和４年12月20日付、

橋監委第56号をもって、令和４年度第１次定
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期監査結果報告書、同じく、令和５年２月８

日付、橋監委第62号をもって、例月出納検査

報告書の提出がありましたので、その写しを

配付いたしております。 

 次に、市長から、令和５年２月17日付、橋

総第383号をもって、市長専決処分事項の報告

がありましたので、その写しを配付いたして

おります。 

 次に、総務委員長、経済建設委員長、文教

厚生委員長及び広報広聴特別委員長から、行

政視察報告書の提出がありましたので、配付

いたしております。 

 次に、議会事務局から、令和４年11月28日

から令和５年２月26日までの議会関係行事報

告書を配付いたしております。それぞれご覧

願います。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小林 弘君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、10番 土井君、

18番 岡君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 会期決定について 

○議長（小林 弘君）日程第２ 会期決定に

ついて を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から３月23日ま

での25日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林 弘君）ご異議がありませんの

で、本日から３月23日までの25日間と決定い

たしました。 

 なお、会議予定につきましては、お手元に

配付の予定表のとおりでありますので、ご了

承願います。 

                     

 日程第３ 議案第１号 令和４年度橋本市

一般会計補正予算（第９号）について か

ら、日程第54 選第７号 人権擁護委員候

補者の推薦について までの52件 

○議長（小林 弘君）日程第３ 議案第１号 

令和４年度橋本市一般会計補正予算（第９号）

について から、日程第54 選第７号 人権

擁護委員候補者の推薦について までの52件

を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）おはようございます。

３月市議会定例会の開会にあたり、一言ごあ

いさつを申し上げます。議員の皆さまには大

変お忙しい中、ご参集を賜り、誠にありがと

うございます。 

 早いもので、令和４年度も残すところ１か

月余りとなりました。本日から３月23日まで

の25日間にわたり、令和５年度一般会計及び

特別会計、企業会計の当初予算など、提案い

たしました52件の議案に対し、ご審議並びに

ご協議を賜りますようよろしくお願い申し上

げます。 

 現在、新型コロナウイルス感染症に加え、

インフルエンザが流行しています。国の新型

コロナウイルス感染症対策本部において、マ

スクの着用の考え方の見直しが決定されると

ともに、感染症対策の基本的対処方針が変更

され、３月13日以降のマスクの着用は、個人

の主体的な選択を尊重し、個人の判断に委ね

ることとされました。 

 これに伴い、本市においてもマスク着用の

考え方を整理し、併せてガイドラインの見直

しも行っており、状況に応じた対応により、
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安心して日常生活を送ることができるよう、

今後も国の動向を注視し、情報提供などに努

めてまいります。 

 さて、今年に入り、市内の中学生が職場体

験学習により市長室、副市長室を訪問してく

れました。健康福祉部や経済推進部の各職場

では、高齢者との関わりや対応、地域活性化

のための地元との連携などを学習し、誘致企

業を訪問した営業活動での名刺交換や市長へ

のインタビューなども体験されました。また、

市内の事業所でも職場体験学習をされたとの

ことで、この経験をこれからの学習に生かし

ていただき、将来、市内の事業所や市の職員

として働いてもらえればと大いに期待してい

ます。 

 また、高野口小学校、清水小学校の６年生

の皆さんや紀見北中学校の生徒会の皆さんが

ＥＳＤを通して橋本市の課題を自ら調査研究

し、市長、教育長に未来プロジェクトで提案

してくれました。 

 また、ボーイスカウト伊都第５団の皆さん

が輝けはしもとトークで、住みやすいまちに

なるためにと提案をしてくれました。橋本市

をよくするために懇談できたことはたいへん

嬉しく、若い力に期待をしています。 

 本議会でご審議いただく令和５年度の当初

予算の編成においては、第２次橋本市長期総

合計画を念頭に、物価高騰の影響等も踏まえ

各事業に予算配分をしております。重点施策

を進めるとともに、市民の皆さんの多様なニ

ーズや時代の変化に対応しながら、持続可能

な市政運営を進めていくために、市民との協

働を重視し、効率的で効果的な行財政運営を

進めてまいりますので、議員各位のご理解、

ご協力をお願い申し上げます。 

 それでは、本日提案させていただきました

議案についてご説明申し上げます。 

 本議会には、令和４年度橋本市一般会計、

特別会計、企業会計の各補正予算案件が13件、

令和５年度橋本市一般会計、特別会計、企業

会計の各当初予算案件が13件、条例の制定及

び改正案件が15件、市道路線の認定案件が１

件、市道路線の変更案件が１件、字の区域及

び名称の変更案件が１件、公の施設の指定管

理者の指定案件が１件、監査委員の選任案件

が１件、教育委員会委員の選任案件が１件、

固定資産評価審査委員会委員の選任案件が２

件、人権擁護委員候補者の推薦案件が３件、

合計52件の案件を提案させていただきました。 

 議案第１号から議案第13号までは、令和４

年度橋本市一般会計、特別会計、企業会計の

各補正予算でございます。 

 まず、議案第１号の令和４年度橋本市一般

会計補正予算（第９号）は、職員給与及び手

当の増減や各費目における事業費の確定や精

算見込みに伴う予算の増減額のほか、国の令

和４年度二次補正予算成立による国庫補助金

の採択に伴い、令和５年度で実施予定として

いた城山小学校の第二期長寿命化改修事業な

どの予算を前倒しで計上した結果、補正予算

の額は歳入歳出とも１億1,017万6,000円の増

額となり、補正後の予算総額といたしまして

は311億1,354万7,000円となるものでござい

ます。 

 次に、議案第２号から議案第10号までは、

令和４年度橋本市特別会計の各補正予算でご

ざいます。いずれの会計とも、各事業の確定

や精算見込みに伴う変更などにより歳入・歳

出予算の増減額を計上したもので、特別会計

全体では歳入歳出とも７億4,511万6,000円の

減額となり、補正後の予算総額として217億

9,528万6,000円となるものでございます。 

 次に、議案第11号から議案第13号までは、

令和４年度橋本市企業会計の各補正予算でご

ざいます。主なものを申し上げますと、議案

第13号の令和４年度橋本市病院事業会計補正
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予算（第６号）は、収益的収入で、新型コロ

ナウイルス病床確保事業補助金等により５億

9,069万2,000円の増額補正となり、一方、収

益的支出では、退職給付引当金の追加計上に

伴う給与費の増額や材料費の増額、雑損失な

どと合わせて５億62万2,000円の増額予算を

計上してございます。また、資本的収入では、

看護師奨学金の戻入などにより270万3,000円

の増額補正となり、資本的支出では、病院用

備品購入費で1,540万円を予算計上してござ

います。 

 次に、議案第14号から議案第26号までは、

令和５年度橋本市一般会計、特別会計、企業

会計の各当初予算でございます。 

 まず、議案第14号の令和５年度一般会計当

初予算でございますが、予算総額は281億

1,764万1,000円となっています。昨年度の令

和４年度当初予算と比較いたしますと9,652

万6,000円、率にして0.3％の増加となってご

ざいます。令和５年度当初予算は、ふるさと

納税による寄附金の増に伴う基金への積立金

の増額や新型コロナウイルス感染症ワクチン

接種経費の減額などの増減に加え、令和４年

度の国の二次補正予算成立に伴い、本来、令

和５年度において実施する予定であった教育

費の城山小学校の第二期長寿命化改修事業や

土木費の市道舗装修繕事業など、約９億円に

ついて、令和４年度補正予算において前倒し

で予算計上したため、当初予算比較において

微増の予算編成となってございます。 

 一般会計の歳入歳出の主なものでございま

すが、まず歳入の主なものとして、市税では、

固定資産税において、企業が過去に設備投資

した資産の償却の進行による評価減などの影

響を見込んだことにより、前年度に比べ0.1％

の減少となる66億3,332万1,000円を計上いた

しました。 

 また、地方譲与税や利子割交付金、配当割

交付金などでございますが、これらは国の地

方財政計画等に基づき算定したものでござい

ます。 

 次に、地方交付税は、令和４年度収入見込

額と国の地方財政計画などに基づき算定し、

前年度に比べ3.6％の増加となる86億3,000万

円を見込んでございます。 

 次に、国庫支出金では、新型コロナウイル

スワクチン接種関連補助金の減少などによっ

て、前年度に比べ12.2％の減少となる34億

3,322万5,000円を計上してございます。 

 次に、寄附金につきましては、ふるさと橋

本応援寄附金の増加が見込まれることから、

99％の増加となる５億270万2,000円を計上し

てございます。 

 繰入金につきましては、ふるさと納税の増

加見込みによる返礼品等の必要経費の増加に

伴うふるさと橋本応援基金繰入金の増加や、

財源不足を補うための財政調整基金からの繰

入額の増加により、前年度比26.6％の増加と

なる23億1,728万9,000円を計上し、市債につ

きましては、臨時財政対策債借入額が大きく

減少する見込みなどにより、前年度に比べ

28.6％の減少となる15億7,140万円を計上し

てございます。 

 続きまして、歳出の主なものでございます

が、まず議会費の議会に要する経費では、会

議のペーパーレス化を推進するため、令和５

年度から議会運営にタブレット端末を導入す

るための経費として227万円を計上してござ

います。 

 次に、総務費の広報広聴に要する経費では、

市政情報などを市民と行政が相互に情報交換

できるよう、コミュニケーションツールを導

入するための経費として250万8,000円を計上

してございます。 

 文書管理に要する経費では、紙の消費削減

や保存スペースの削減に加え、効率的な事務
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環境の実現をめざして、令和５年度に文書管

理システムを構築するための経費として

2,709万1,000円を計上してございます。 

 企画事務に要する経費では、国の人材ネッ

トに登録されている外部人材に市の各施策に

対するアドバイスを受けるための経費として

587万円を計上してございます。 

 移住・定住促進に要する経費では、国など

の補助金を活用し、新婚世帯の新生活のスタ

ートアップ支援として、住宅取得・賃貸費用

などを補助するための経費として1,790万円

を計上してございます。 

 電算管理運営に要する経費では、行政運営

の効率化や市民の利便性向上のため、自治体

情報システムの標準化、共通化に向けたガバ

メントクラウドの基盤設計や電子申請サービ

スの運用開始などに係る経費として5,484万

2,000円を計上してございます。 

 災害対策に要する経費では、老朽化を機に、

市民がより有効に災害情報等を取得できるよ

う、現在の防災行政無線システムの再整備を

進めるための実施設計に係る経費として500

万円を計上するとともに、災害時の各種資材

の管理、運搬が効率よく集約されるよう、現

在あやの台地内に民間企業が整備している大

型防災倉庫について、完成後、市が移譲を受

け、維持管理するための経費として489万

4,000円を計上してございます。 

 人権対策に要する経費では、犯罪により被

害を受けた方および遺族に対するお見舞金と

して80万円を計上してございます。 

 県議会議員一般選挙に要する経費及び市議

会議員一般選挙に要する経費では、本年４月

に予定されている和歌山県議会議員選挙及び

橋本市議会議員選挙の執行に係る経費7,505

万2,000円を計上してございます。 

 次に、民生費の障がい者自立支援給付に要

する経費では、障害者総合支援法等に基づく

介護給付費、訓練等給付費などの扶助費につ

いて、総額21億7,547万円を計上してございま

す。 

 シルバー人材センターに要する経費では、

拠点施設であるシルバーワークプラザ橋本の

施設の長寿命化を実施するため、令和５年度

において空調設備の改修を行うための経費と

して1,400万7,000円を計上してございます。 

 こども食堂等に要する経費では、誰一人取

り残さない社会の実現のため、市内にあるこ

ども食堂及びつながりの場を民間団体と連携

し運営するための経費として864万円を計上

してございます。 

 子ども医療に要する経費では、子どもの健

康の保持及び増進に寄与するため、18歳に達

する日以後の最初の３月31日までの間にある

子どもの医療費を助成するための経費として

１億303万9,000円を計上してございます。 

 家庭教育支援推進に要する経費では、読書

活動の推進を目的として、家庭教育支援チー

ムのヘスティアの発案により、令和５年度よ

り新たにセカンドブック事業を行うための経

費として47万6,000円を計上してございます。 

 （仮称）紀見こども園整備に要する経費で

は、公立園の保育理念と教育・保育指針を継

承する（仮称）紀見こども園を整備するため、

令和５年度においては、駐車場の造成工事や

旧柱本幼稚園の園舎解体工事などを行うため

の経費として6,248万6,000円を計上してござ

います。 

 次に、衛生費の保健衛生総務に要する経費

では、がん患者が自分らしく生きることがで

きる環境づくりを支援するための助成事業に

係る経費として43万円を計上してございます。 

 母子保健事業に要する経費では、全ての妊

婦、子育て家庭が安心して出産、子育てがで

きる環境整備を行うため、伴走型の相談支援

を充実し、経済的支援を一体として実施する
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ための交付金制度に係る経費として3,700万

円を計上してございます。 

 清掃総務に要する経費では、令和６年度か

ら、環境美化センター移設により収集用コン

テナ置場を新たに設置するための経費として

789万5,000円を計上してございます。 

 続きまして、農林水産業費の農地利用集積

特別対策事業に要する経費等では、令和３年

４月に施行された橋本市農業振興条例に基づ

く事業として、地域の農業者の生産および経

営体制の強化など、農業振興につながる取組

を補助する経費として1,552万1,000円を計上

してございます。 

 農業振興に要する経費では、インターネッ

トを活用した新たな販路の確立とリピーター

獲得による継続的な収入につなげることで農

業者支援をするための経費として715万円を

計上してございます。 

 農産物販売促進事業に要する経費では、令

和２年度より実施している、橋本市産農産物

の送料を補助することで農産物の購入促進と

購入リピーターの確保を目指す農業者を支援

する橋本ふるさと便事業のための経費8,000

万円を計上してございます。 

 次に、商工費のふるさと橋本応援寄附金に

要する経費では、ふるさと橋本の元気づくり

に賛同し、ご寄附いただく方に対して、お礼

の記念品購入などの経費として２億9,711万

1,000円を計上してございます。 

 観光振興に要する経費では、市民、商工業

者、行政等が参加した市民参加型の祭りであ

る紀の川橋本ＳＵＭＭＥＲＢＡＬＬを４年ぶ

りに開催するための補助金1,300万円を計上

してございます。 

 続きまして、土木費の道路維持に要する経

費では、道路の予防修繕工事や安全性の確保

及び施設の長寿命化を図るための緊急・応急

的な修繕料など、総額１億6,525万円を計上し

てございます。 

 住宅耐震化促進事業に要する経費では、地

震による家屋やブロック塀の倒壊などの対策

を目的に、耐震診断や耐震補強工事等を実施

するための補助金など、総額3,373万円を計上

してございます。 

 次に、消防費の消防庁舎等管理に要する経

費では、消防庁舎の防災拠点機能の強化を図

るため、非常用発電機の更新及び燃料タンク

の増設などを行うための経費として7,187万

2,000円を計上してございます。 

 防災対策事業に要する経費では、地震発生

時における火災の延焼を最小限に抑えるため、

学文路区内に耐震性のある防火水槽を新設す

るための経費として1,463万円を計上してご

ざいます。 

 また、消防団施設整備に要する経費では、

経年による老朽化のため、上中消防団器具庫

を新築するための経費として2,749万7,000円

を計上してございます。 

 続きまして、教育費の教育振興に要する経

費では、今後、電子教科書やプログラミング

教育を進めていく上で、視覚に訴えた授業展

開により生徒の関心を高めるとともに、多様

な考えに触れられる機会を与え学習効率向上

を図るため、国の補助金を活用し、市内小・

中学校に電子黒板を配置する経費として

3,476万円を計上してございます。 

 公民館・郷土資料館建設に要する経費では、

老朽化した紀見地区公民館、郷土資料館及び

あさもよし歴史館を移転統合し、旧紀見小学

校跡地に新施設を整備するため、令和５年度

では施設の新築工事費や館の備品購入費など、

総額８億8,186万3,000円を計上してございま

す。 

 また、（仮称）岡潔数学体験館設置に要する

経費では、本市の名誉市民である岡博士の偉

業を後世に伝えるとともに、子どもたちに算
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数、数学の意義や楽しさを伝え、興味を喚起

する施設である（仮称）岡潔数学体験館の設

置に係る経費として3,010万円を計上してご

ざいます。 

 以上が令和５年度一般会計当初予算の主な

ものでございます。 

 次に、議案第15号から議案第23号までは、

令和５年度特別会計の各当初予算でございま

す。 

 主なものをご説明させていただきますと、

議案第23号 令和５年度橋本市工業団地造成

事業特別会計予算では、あやの台北部用地の

開発事業について、団地内の道路及び公園の

整備等工事費の総額３億8,726万6,000円のほ

か、事業認可変更委託料２億1,582万円を計上

するなど、総額９億3,780万5,000円を計上し

てございます。 

 次に企業会計でございますが、議案第24号 

令和５年度橋本市水道事業会計予算では、資

本的支出として、橋本市浄水場更新事業費に

19億5,467万2,000円を計上するとともに、配

水池やポンプ場及び老朽管の更新事業費とし

て４億2,991万1,000円を計上してございます。 

 次に、議案第25号 令和５年度橋本市下水

道事業会計予算では、資本的支出として、農

業集落排水統合に係る広域化や小峰台ポンプ

場の改築、未普及地域における下水道管の整

備に２億9,040万2,000円、また流域下水道建

設費負担金として8,603万9,000円を計上して

ございます。 

 次に、議案第26号 令和５年度橋本市病院

事業会計予算では、資本的支出として、マン

モグラフィーなどの医療機器の更新により、

資産購入費で１億1,618万8,000円、受水槽の

増設等により工事請負費で３億3,370万円、企

業債元金償還金として７億825万3,000円を計

上してございます。 

 以上が各会計における令和５年度の当初予

算の概要でございます。 

 議案第27号は、橋本市立学校適正規模・適

正配置検討委員会条例でございます。 

 これは、橋本市立小学校及び中学校におけ

る児童生徒数の推移を踏まえ、将来の学校適

正規模・適正配置について、幅広い見地から

検討するため、検討委員会を設置するもので

ございます。 

 議案第28号は、橋本市情報通信技術を活用

した行政の推進等に関する条例でございます。 

 これは、行政手続きのオンライン化を進め

るにあたり、条例等で書面による提出が定め

られている行政手続き等に関し、電子申請に

よる手続きを可能とするため、必要となる事

項を定めるものでございます。 

 議案第29号は、橋本市犯罪被害者等支援条

例についてでございます。 

 これは、犯罪被害者等基本法に基づき、本

市における犯罪被害者等の支援に関する基本

事項を定め、犯罪被害者等が必要とする施策

を総合的に推進し、もって犯罪被害者等が受

けた被害の軽減及び回復を図るため、必要な

事項を定めるものでございます。 

 議案第30号は、橋本市営住宅設置及び管理

条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。 

 これは、議案第29号の橋本市犯罪被害者等

支援条例第８条に規定する居住の安定を図る

ための施策として、犯罪被害等に遭われた方

を市営住宅の優先選考制度の対象とする施策

を実施するため、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 議案第31号は、機構改革に伴う関係条例の

整備に関する条例でございます。 

 これは、地域活動・市民協働業務の集約や

地球温暖化・脱炭素社会の推進を図るため、

総合政策部、総務部及び水道環境部の機構改

革を行うものでございます。 
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 議案第32号は、橋本市職員定数条例の一部

を改正する条例についてでございます。 

 これは、医師の過重労働の改善、患者の看

護必要度に応じた看護師の配置等を行い、救

急医療体制等の充実を図るため、市民病院の

職員定数を増やすものでございます。 

 議案第33号は、橋本市都市公園条例の一部

を改正する条例についてでございます。 

 これは、神野々緑地芝生広場グラウンドゴ

ルフ場において、令和４年７月から利用者の

利便性向上を目的として回数券を販売してい

るところですが、さらなる利用の促進を図る

ため、10回分の料金で11回利用できる回数券

を新たに販売するものでございます。 

 議案第34号は、橋本市病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例についてで

ございます。 

 これは、和歌山県から国民健康保険調整交

付金を継続して受給するため、市民病院にお

いて、国民健康保険法その他の法令に基づく

保健事業を実施している旨を明記するもので

ございます。 

 議案第35号は、橋本市消防団の設置等に関

する条例の一部を改正する条例についてであ

ります。 

 これは、消防団の任命規定について、消防

組織法との整合性を図るなど、文言の整理を

行うものでございます。 

 議案第36号は、橋本市消防手数料条例の一

部を改正する条例についてでございます。 

 これは、和歌山県が大規模災害等の発生に

備え移動式給油機、どこでもスタンドの実施

計画を進めていることを受け、その設置に関

する申請手数料を免除するため、所要の改正

を行うものでございます。 

 議案第37号は、橋本市ふるさと応援基金条

例の一部を改正する条例についてでございま

す。 

 これは、第２次橋本市長期総合計画前期基

本計画の計画期間終了に伴い、橋本市ふるさ

と応援基金の充当事業区分の見直しを行うも

のでございます。 

 議案第38号は、橋本市立こども園条例及び

橋本市立保育所条例の一部を改正する条例で

ございます。 

 これは、こども園及び保育所の指定管理者

が個々の園児に寄り添った適切で安定した保

育サービスを長期的に提供できるようにする

ため、令和５年度以後に指定する指定管理者

については、指定の期間を５年から10年に延

長するものでございます。 

 議案第39号は、こども家庭庁設置法の施行

に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例でございま

す。 

 これは、こども家庭庁設置法の施行に伴う

関係法律の整備に関する法律の施行に伴う所

要の改正を行うものでございます。 

 議案第40号は、橋本市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例でござい

ます。 

 これは、児童福祉法に規定されている懲戒

権に関する規定が削除されたことに伴い、所

要の改正を行うものでございます。 

 議案第41号は、橋本市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例でございます。 

 これは、児童福祉法に規定されている懲戒

権に関する規定が削除されたこと及び送迎用

バスに園児が置き去りにされ、亡くなる事案

が起きたことなどを受け、国の定める家庭的

保育事業等の設備及び運営に関する基準の一

部が改正されたことに伴う所要の改正を行う

ものでございます。 

 議案第42号は、市道路線の認定についてで



－11－ 

ございます。 

 これは、さつき台36号線、さつき台37号線、

さつき台38号線、さつき台39号線及びさつき

台歩専６号線の５路線を新たに市道路線とし

て認定するものでございます。 

 議案第43号は、市道路線の変更についてで

ございます。 

 これは、さつき台34号線及び隅田恋野線の

２路線を変更するものでございます。 

 議案第44号は、字の区域及び名称の変更に

ついてでございます。 

 これは、土地区画整理法による換地処分に

より、隅田町垂井の字の区域の一部をあやの

台三丁目に変更するものでございます。 

 議案第45号は、公の施設の指定管理者の指

定についてでございます。 

 これは、橋本林間田園都市駅駐輪場の指定

管理者として、公益社団法人橋本市シルバー

人材センターを指定することについて、議会

の議決を求めるものでございます。 

 選第１号は、橋本市監査委員として、花岡

孝治氏を選任したいので、地方自治法第196

条第１項の規定により、議会の同意を求める

ものでございます。 

 選第２号は、橋本市教育委員会委員として、

中下小夜氏を任命したいので、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により、議会の同意を求めるものでござ

います。 

 選第３号及び第４号につきましては、橋本

市固定資産評価審査委員会委員として、齋宮

明氏及び越山雅巳氏を選任したいので、地方

税法第423条第３項の規定により、議会の同意

を求めるものでございます。 

 選第５号から選第７号につきましては、人

権擁護委員候補者として、千品泰造氏、大城

祥男氏及び大矢佳世子氏を推薦したいので、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の意見を求めるものでございます。 

 以上、議案45件、選７件、計52件について

ご説明を申し上げました。 

 議員各位にはよろしくご審議の上、ご賛同

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小林 弘君）市長の説明が終わりま

した。 

                     

○議長（小林 弘君）以上で本日の日程は終

わりました。 

 お諮りいたします。 

 明２月28日から３月５日までの６日間は議

案調査等のため休会とし、３月６日午前９時

30分から会議を開くことにしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林 弘君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。 

 本日はこれにて散会いたします。ありがと

うございました。 

（午前10時10分 散会） 
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地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。 
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